福祉サービス（自立支援給付）を初めて申請される方へ
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サービスを利用するためには、以下の手続きが必要になります。
[image: image1]
１．相談支援事業所を選定してください。

福祉サービスを利用するためには

・いつから・どの事業所を・どのくらい　　　　　　　　　　
利用したいか決める必要があり、そのために相談支援事業所によるプラン（サービス等利用計画案）を提出する必要があります。まずは相談支援事業所を別紙より選び、事業所へご相談ください。

・相談支援事業所は市外の事業所でも大丈夫です。

・料金はかかりません。
・事業所の方が自宅等に訪問してくださいますので、事業所へ出向く必要はありません。
・自分でプランを作ることもできます。セルフプランを提出ください。


２．相談支援事業所が決まったら市に報告ください。
連絡は電話で構いません。市より事業所へプランの作成依頼を行います。

３．プランが出来たら申請書と一緒に提出ください。

相談支援事業所が直接申請書一式提出される場合もあります。


４．市より面談（調査）を行います。


サービス利用に向けて面談（調査）が必要になります。

区分認定が必要なサービスの場合は、医師意見書を市が取り寄せ、
市の担当が自宅を訪問し、調査を行います。


５．決定になりましたら、決定通知と受給者証を発行します。


６．サービス事業所へ受給者証を提出し、契約を結びます。
・負担金は、課税世帯で１割負担（月額上限9,300円、児童4,600円）非課税世帯で
0円です。（18歳以上は本人・配偶者まで、児童は世帯全員）※食費等別途実費あり。
サービス一覧

区分認定が必要なサービス


【介護給付費】医師の意見書や、区分認定のための調査・審査が必要です。
居宅介護・重度訪問介護（ヘルパーによる家事援助や身体介護等の在宅支援）

同行援護（視覚に障がいがある方の外出支援）

行動援護（外出時に生じる危険を回避するために必要な支援を行う）

短期入所（主に介護軽減を目的とした短期間の入所施設利用）
重度障害者等包括支援（常時支援が必要な方にサービスを包括的に提供）

療養介護（医療を伴う入所施設）

生活介護（日中に通い、入浴・排泄等の支援や創作活動等を行う）

施設入所支援（主として夜間において、入浴・排泄等の必要な支援を行う）
地域移行支援（長期入院や入所の方が地域で生活するための支援）

地域定着支援（単身で在宅生活を送る方に緊急訪問等の支援を提供）
区分認定が不要なサービス


【訓練等給付費】初めての方には面談を行います。意見書や区分認定は不要です。
自立訓練（日中において生活能力の向上のために必要な訓練を行う）

宿泊型自立訓練（夜間も含め、生活能力の向上のために必要な訓練を行う）

就労移行支援（一般就労への就労を希望する人に就労に必要な訓練を行う）

就労継続支援Ａ型（一般企業での就労が困難な人が雇用契約に基づく就労を行う）

就労継続支援Ｂ型（就労が困難な人に雇用契約に基づかない就労を行う）

共同生活援助（グループホーム。夜間や休日に共同生活を行う住居）

※サービスごとに対象や要件があります。

※詳しいサービス内容や事業所については、「雲仙市障害福祉ガイド」を参照ください。
確認を要する期間





区分認定不要





区分認定要





約１ヶ月





約１ヶ月





約１週間





約３～４週間





約１ヶ月


（月末審査）





約１週間





【この文書の問い合わせ】　　　


雲仙市福祉事務所　福祉課　障害福祉班


ＴＥＬ：0957-36-2500








